
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 昭和女子大学 
設置者名 学校法人昭和女子大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間文化学部 

日本語日本文学科 
夜 ・

通信 

28 

0 

0 28 13  

歴史文化学科 
夜 ・

通信 
5 33 13  

英語コミュニケーション

学科 

夜 ・

通信 
0 28 13  

国際学科 
夜 ・

通信 
0 28 13  

国際学部 

英語コミュニケーション

学科 

夜 ・

通信 
2 

6 36 13  

国際学科 
夜 ・

通信 
10 40 13  

グローバルビジ

ネス学部 

ビジネスデザイン学科 
夜 ・

通信 
13 

27 68 13  

会計ファイナンス学科 
夜 ・

通信 
12 53 13  

人間社会学部 

心理学科 
夜 ・

通信 

0 

0 28 13  

福祉社会学科 
夜 ・

通信 
4 32 13  

現代教養学科 
夜 ・

通信 
0 28 13  

初等教育学科 
夜 ・

通信 
8 36 13  

生活科学部 

環境デザイン学科 
夜 ・

通信 

0 

2 30 13  

健康デザイン学科 
夜 ・

通信 
14 42 13  

管理栄養学科 
夜 ・

通信 
20 48 13  



  

食安全マネジメント学科 
夜 ・

通信 
12 40 13  

（備考）人間文化学部 英語コミュニケーション学科、国際学科は 2017年度以降募集停止。

国際学部 英語コミュニケーション学科、国際学科、生活科学部 食安全マネジメント学科

は、2020年度に完成年度を迎える。グローバルビジネス学部会計ファイナンス学科は、2021

年度に完成年度を迎える。 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
インターネットにより公表 

https://public-info.swu.ac.jp/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 昭和女子大学 
設置者名 学校法人昭和女子大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
インターネットにより公表 
https://office.swu.ac.jp/content/c_campus/c_officer/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
アンダーソン毛利・友常

法律事務所顧問 

自 2019.4.1 

至 2022.4.1 

学校運営全般 

（法曹家としての

専門的見地からの

助言） 

非常勤 
旭化成株式会社常任相

談役 

自 2019.4.1 

至 2022.4.1 

学校運営全般 

（国際企業代表経

験に基づくグロー

バル化推進・財務分

析） 

（備考） 

上記以外に 4名、計 6名の学外理事が在籍している。 

 

  

https://office.swu.ac.jp/content/c_campus/c_officer/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 昭和女子大学 

設置者名 学校法人昭和女子大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本学では、学長が次年度の授業実施内容を承認後、各教員が 2 月上旬までに担当授業ご

とにシラバスを作成している。シラバスには授業概要・到達目標及びテーマ・キーワード・

準備学習を含む学修内容・評価基準と評価の方法・実務経験のある教員による授業・オフ

ィスアワー・その他参考書等を具体的に記載している。授業担当教員が作成した後、各学

科教務部委員・各専攻教務主任と学科長・専攻主任が内容を点検・確認し、適切さを欠く

場合は担当教員に修正を求め、再度確認している。承認されたシラバスは、3 月下旬にイ

ンターネットで公表している。 
なお、授業内容の変更等により、履修登録期間後に、シラバスを訂正する必要が生じた

場合は、授業担当教員が学生に説明のうえ、各学科教務部委員・各専攻教務主任と学科長・

専攻主任の再承認を得て公表している。 
 

授業計画書の公表方法 
インターネットにより公表 

https://up.swu.ac.jp/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本学では、全学の評価基準を作成し、全教員に周知している。授業担当教員は、全

学の評価基準に従い、予めシラバスで公表した評価方法（試験・レポート・口頭発表・

作品等）に基づき成績評価を行い、単位授与・履修認定を行っている。 
シラバスには、授業到達目標を記載しており、試験やレポート等により、履修学生

の到達度を鑑みた学修成果の評価を行っている。 
 

https://up.swu.ac.jp/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、全教員に配布している「授業運営に関する取り決め事項」に、全学の評価

基準を記載し、全教員へ周知している。成績評価は、点数評価とともにGPA評価も併用し

ている。 
GPA評価は、履修科目の成績に基づき以下の方法により算出している。 
点数評価を「秀(100～90点)・優(89～80点)・良(79～70点)・可(69～60点)・不可(59

点以下)」の5段階に換算し、「秀」取得単位数× 4.0 ＋「優」取得単位数× 3.0 ＋

「良」取得単位数× 2.0 ＋「可」取得単位数×1.0 ＋「不可」単位数×0.0を総履修登

録単位数で除し算出することを定めている。（「認定・不認定」で評価する科目以外の全

科目を対象とし、小数点以下第4 位を四捨五入し、小数点以下第3 位まで表示） 

算出方法は、予め学生に配布する学生便覧とインターネットで公表・周知している。学

生は、学期ごとに配布している「学業成績通知書」及び学生ポータルサイトから各自の成

績評価を確認できる。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
インターネットにより公表 

https://public-info.swu.ac.jp/24 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、全学的な卒業認定・学位授与の方針を定めたうえで、学科ごとに卒業認定・

学位授与の方針を定め、所属学科に相応しい能力を修得し所定の単位を修めた学生に対し

て学位を授与している。 

卒業認定に関しては、学生の修得単位数及び修得科目を学科教授会で確認のうえ、その

結果を合同部科長会に上申した後、大学部局長会を経て学長が決定している。 

 
[全学的な卒業認定の方針] 
「世の光となろう」を建学の精神とし、学則第 1条に定める「高等教育機関として、ま

た、学術文化の研究機関としての使命に鑑み、善を尚び美を愛し真を究めて、文化の創造

と人類の福祉に貢献する女性を育成する」ことを目的としている。その達成のために、次

の能力を修得し所定の単位を修めた学生に対して学位を授与する。 

［知識・技能］ 

・教養と専門知識・技能を身につけ応用できる。 

・社会について理解を深め貢献できる。 

［自主・自律］ 

・自ら課題を発見し目標を設定できる。 

・目標に向かって多角的に考えやり遂げることができる。 

［協働・調和］ 

・自己の特性を理解するとともに他者を尊重し多様な人々と協働できる。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
インターネットにより公表 

https://univ.swu.ac.jp/guide/education/f_policy/ 
 

  

https://public-info.swu.ac.jp/24
https://univ.swu.ac.jp/guide/education/f_policy/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 昭和女子大学 

設置者名 学校法人昭和女子大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://office.swu.ac.jp/files/2018taisyaku.pdf 
収支計算書又は損益計算書 https://office.swu.ac.jp/files/2018jigyokatsudosyushi.pdf 
財産目録 https://office.swu.ac.jp/files/2018zaisanmokuroku.pdf 
事業報告書 https://office.swu.ac.jp/files/2018jigyouhoukoku.pdf 
監事による監査報告（書） https://office.swu.ac.jp/files/2018kansa.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：2019年度事業計画 対象年度：2019 年度） 

公 表 方 法 ： イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 公 表

（https://office.swu.ac.jp/data/d_plan/d_business/） 

中長期計画（名称：学校法人昭和女子大学中期方針 対象年度：2017 年度から 2021 年度

まで） 

公 表 方 法 ： イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 公 表

（https://office.swu.ac.jp/data/d_plan/d_middle/） 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：インターネットにより公表 

（https://univ.swu.ac.jp/guide/effort/evaluation/） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：インターネットにより公表 

（https://public-info.swu.ac.jp/） 

 

  

https://office.swu.ac.jp/data/d_plan/d_middle/
https://univ.swu.ac.jp/guide/effort/evaluation/
https://public-info.swu.ac.jp/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 全学部共通 

教育研究上の目的（公表方法：学生便覧およびインターネットにより公表） 

（概要） 

 建学の精神や理念に基づき、グローバル社会で主体的に役割を担える女性の育成を目的

にしている。在学中に次の力を高めることを教育目標とする。 
［知識・技能］ 
  教養と専門知識・技能を身につけ社会に貢献する力 
［自主・自律］ 
  主体性をもって挑戦し最後までやり遂げる力 
［協働・調和］ 
  自らに誇りを持ち多様な人々と協働する力 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学生便覧およびインターネットにより公表） 

（概要） 

「世の光となろう」を建学の精神とし、学則第 1 条に定める「高等教育機関として、ま

た、学術文化の研究機関としての使命に鑑み、善を尚び美を愛し真を究めて、文化の創造

と人類の福祉に貢献する女性を育成する」ことを目的としている。その達成のために、次

の能力を修得し所定の単位を修めた学生に対して学位を授与する。 

［知識・技能］ 

・教養と専門知識・技能を身につけ応用できる。 

・社会について理解を深め貢献できる。 

［自主・自律］ 

・自ら課題を発見し目標を設定できる。 

・目標に向かって多角的に考えやり遂げることができる。 

［協働・調和］ 

・自己の特性を理解するとともに他者を尊重し多様な人々と協働できる。 

 また、学科ごとでも学位授与方針を定めており、所属学科に相応しい能力を修得し所定

の単位を修めた学生に対して学位を授与している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学生便覧およびインターネットに

より公表） 

（概要） 

教育課程の編成及び実施に関して以下のように定める。 
［教育内容］ 

1.一般教養科目では、4 年間の学びの指針となる「実践倫理」「キャリアデザイン入門」

及び「日本語基礎」を置き、さらに社会・文化・自然に対する理解を深め、多角的な

視点を養う科目群を編成します。 
2.外国語科目では、英語の他主要外国語及び日本語(留学生用)を習熟度別に配置します。 
3.専門教育では、専門分野の体系性に基づいて必修科目と選択科目を分け、順次性をも

って学期別に科目を配置します。 
4.1 年次に専門基礎科目を配置し、担当教員が教育・研究に関する指導を行います。 
5.専門教育科目を中心とする教育内容の成果として 4 年次の卒業論文または卒業研究、

卒業制作、卒業プロジェクト等を配置し、担当教員が教育・研究に関する指導を行いま

す。 
6.キャリア教育を推進するためキャリア・コア科目とインターンシップを開設します。 
7.自己確立や創造力の育成、多様な文化の理解を深めるため、国内外の研究者や文化人、

芸術家による講演やコンサートを「文化講座」として開講し、毎年所定回数の受講を必

修とします。 



  

8.自主性や協調性、奉仕の精神を養うため、学科単位で 1 年次～3 年次において一定期

間の宿泊研修への参加を必修とします。 
9.昭和ボストンでの各種留学プログラムをはじめ、さまざまな協定校留学・海外研修プ

ログラムを開設し、国際的に通用する人材を育成します。 
［教育方法］ 

10.各科目の期中において課題、レポート、試験等を課し、フィードバックに努めます。 
11.能動的学修の充実のため、アクティブ・ラーニング、プロジェクト・ベースト・ラー

ニング等の体験型学習を積極的に取り入れます。  
［学修成果の評価］ 

12.全学での評価は①学習時間・学修経験に関するアンケート調査、②卒業要件充足者の

把握によって行います。 
13.学科での評価は、学科が定める方法によって行います。 
14.学生の評価は、①各科目の成績評価、②卒業論文または卒業研究、卒業制作、卒業プ

ロジェクトのいずれかに対する評価によって行います。 
 

また、学科ごとでも教育課程の編成及び実施に関する方針を定めており、所属学科に相応

しい教育内容、教育方法、評価で授業を運営している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入学試験要項およびインターネットにより

公表） 

（概要） 

昭和女子大学は、「世の光となろう」を建学の精神とし、[知識・技能][自主・自律][協働・

調和]の教育目標と学位授与方針を定めています。これを達成するために定められた教育課

程に従い学修する資質と能力を備えた入学者を受け入れます。そのために多様な入試方法

で入学者を募集し、多面的、総合的に選抜します。 

[知識・技能] 

・入学を希望する学部・学科の教育課程で必要となる教科・科目の知識・技能ならびに

その表現・活用方法を身につけている。 

[自主・自律] 

・自身の目標をもち、学部・学科の教育課程に従い専門知識・技能を主体的に習得する

学習習慣を身につけている。 

[協働・調和] 

・様々なプロジェクトに参画し、活動の中で他者と協働し目標達成・問題解決を図る意

欲がある。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：インターネットにより公表 

（https://public-info.swu.ac.jp/6） 

 

  

https://public-info.swu.ac.jp/6


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4人 － 4人 

人間文化学部 － 12人 13人 4人 0人 0人 29人 

国際学部 － 
14人 10人 8人 1人 0人 33人 

グローバルビジネス学

部 

－ 

11人 5人 3人 1人 0人 20人 

人間社会学部 － 24人 17人 15人 4人 0人 60人 

生活科学部 － 
26人 15人 10人 1人 0人 52人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 509人 509人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：インターネットにより公表 
（https://gyouseki.swu.ac.jp/） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

FD推進委員会を設置し、授業内容・方法の質的向上を全学的に推進している。 

学期に 1回、授業改善アンケートを実施し、結果をもとに授業改善報告書を作成している。 

年間各 1回、教員の教育能力向上を目的とした FD講演会・FDサロン・新任教員研修を実施している。 

これらについて、ホームページに掲載し、情報を公開している。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間文化学部 220人 221人 100.5% 1,085人 1,161人 107.0％ 0人 0人 

国際学部 299人 284人 95.0% 897人 910人 101.4％ 0人 0人 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈ

ｽ学部 170人 180人 105.9% 560人 589人 105.2％ 0人 0人 

人間社会学部 400人 402人 100.5% 1,535人 1,602人 104.4％ 0人 5人 

生活科学部 437人 420人 96.1% 1,618人 1,633人 100.9％ 5人 2人 

合計 1,526人 1,507人 98.8% 5,695人 5,895人 103.5％ 5人 7人 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間文化学部 
522人 

（100％） 

4人 

（  ％） 

505人 

（  ％） 

13人 

（  ％） 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ学部 

115人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

113人 

（  ％） 

2人 

（  ％） 

人間社会学部 
377人 

（100％） 

11人 

（  ％） 

356人 

（  ％） 

10人 

（  ％） 

生活科学部 
352人 

（100％） 

8人 

（  ％） 

333人 

（  ％） 

11人 

（  ％） 

合計 
1366人 

（100％） 

23人 

（1.7％） 

1307人 

（  95.7％） 

36人 

（  2.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

教育課程の編成・実施方針に基づき大学全体および学科ごとに授業科目を開設している。大

学では、幅広い知識を修得し、多角的な視点から真理を探求できる力を育むために、全学生を

対象に「一般教養科目」、「外国語科目」、「諸資格関連科目」を設置している。さらに、自

らの専門に偏ることなく幅広い視点を養うため、他学科の「専門教育科目」の一部を「一般教

養科目」として履修できる制度を設けている。専門的な知識、技術および研究方法を習得する

ため、各学部・学科に「専門教育科目」を体系的に設置している。各学科の専門教育科目は、

開設学科が編成の責任主体である。入門基礎科目を必修とし、これを踏まえて専門性を高める

ための必修科目、選択必修科目、選択科目に分け、学生の志向に応じて多様かつ体系的な科目

選択を可能としながら、学位授与を認められる能力を身につけられるようカリキュラムを編

成している。 
 授業形態別の学習時間、単位数の定義について、大学設置基準に則り学則第 13 条に定め、

適切に授業を設置している。学生の主体的参加を促す授業方法として学科の特性、授業の目的

に応じてプロジェクト学習、アクティブラーニングを取り入れている。全授業科目に関して担

当教員がシラバスを作成し、学生は公開されたシラバスにより授業内容および評価方法等を

確認したうえで受講登録をし、担当教員はシラバスに基づいて授業を実施している。シラバス

には、学生の学習内容と準備学習の内容を含む 15 回分の授業計画も記載されている。 
 毎年、専門教育科目を開設する全学科および一般教養科目を開設する総合教育センターに

対して、学務担当副学長、教務部長が中心となって次年度カリキュラムのヒアリングを実施し

ている。ヒアリングの結果を反映したカリキュラムは、大学部局長会を経て学長が承認したカ

リキュラムに基づいて授業が設置される。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 

本学では、全学の評価基準を作成し、全教員に周知している。授業担当教員は、全学の

評価基準に従い、予めシラバスで公表した評価方法（試験・レポート・口頭発表・作品等）

に基づき成績評価を行い、単位授与・履修認定を行っている。 
シラバスには、授業到達目標を記載しており、試験の結果や課題の内容に基づき、履修

学生の到達度を鑑みた学修成果の評価を行っている。 
全学的な卒業認定・学位授与の方針を定めたうえで、学科ごとに卒業認定・学位授与の方針

を定め、所属学科に相応しい能力を修得し所定の単位を修めた学生に対して学位を授与してい

る。 



  

卒業認定に関しては、学生の修得単位数及び修得科目を学科教授会で確認のうえ、その結果

を合同部科長会に上申した後、大学部局長会を経て学長が決定している。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間文化学部 

日本語日本文学科 １２８単位  単位 

歴史文化学科 １２８単位  単位 

英語コミュニケー

ション学科 
１２８単位  単位 

国際学科 １２８単位  単位 

国際学部 

英語コミュニケー

ション学科 
１２８単位  単位 

国際学科 １２８単位  単位 

グローバルビジネ

ス学部 

ビジネスデザイン

学科 
１２８単位  単位 

会計ファイナンス

学科 
１２８単位  単位 

人間社会学部 

心理学科 １２８単位  単位 

福祉社会学科 １２８単位  単位 

現代教養学科 １２８単位  単位 

初等教育学科 １２８単位  単位 

生活科学部 

環境デザイン学科 １２８単位  単位 

健康デザイン学科 １２８単位  単位 

管理栄養学科 １２８単位  単位 

食安全マネジメン

ト学科 
１２８単位  単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：インターネットにより公表 

（https://public-info.swu.ac.jp/26#） 

 

  

https://public-info.swu.ac.jp/26


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間文化

学部 

日本語日

本文学科 
795,600円 200,000円 353,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

歴史文化

学科 
825,600円 200,000円 380,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

英語ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科 
825,600円 200,000円 350,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

国際学科 825,600円 200,000円 360,000円 
施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

国際学部 

英語ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科 
825,600円 200,000円 380,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

国際学科 825,600円 200,000円 390,000円 
施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞ

ｼﾞﾈｽ学部 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞ

ｻﾞｲﾝ学科 
845,600円 200,000円 390,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

会計ﾌｧｲﾅﾝ

ｽ学科 
845,600円 200,000円 390,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

人間社会

学部 

心理学科 855,600円 200,000円 400,000円 
施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

福祉社会

学科 
825,600円 200,000円 400,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

現代教養

学科 
815,600円 200,000円 370,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

初等教育

学科 
815,600円 200,000円 370,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

生活科学

部 

環境ﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ学科 
825,600円 200,000円 400,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

健康ﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ学科 
855,600円 200,000円 400,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

管理栄養

学科 
855,600円 200,000円 400,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

食安全ﾏﾈ

ｼﾞﾒﾝﾄ学科 
855,600円 200,000円 400,000円 

施設設備金・実験実習教材費 

厚生文化費 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、クラスアドバイザー制を設け、学生の学修状況及び学生生活等を把握し必要に

応じて助言や個別指導を行っている。学科教授会では、欠席の多い学生の情報共有やクラス

アドバイザーから指導状況の報告が行われ、問題学生の指導を行っている。  

また、補習・補充教育を目的としたピアサポート TA制度を設け、学科が独自に TA を募集

し、学生 TA が担当教員の事前指導、指示に基づき、希望した学生に対して補習教育を行い、

着実に成果を上げている。 

 また、経済的支援については、日本学生支援機構と本学独自の多様な奨学金を整備し

ており、昭和学園奨学金、経済的支援奨学金は経済的支援を目的とし支給している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

①キャリア教育②キャリア支援プログラム③社会人メンター制度をキャリア支援の３本柱と

して支援している。 

①キャリア教育…キャリアに関する知識や経験を１年次から授業科目として設定し学ぶこと



  

で早期にキャリアに関する意識を向上させている。 

②キャリア支援プログラム…年間 150以上の講座や学校推薦インターンシップ、1 万件以上

の個別面談を通じて、学生が希望する進路に進めるようサポートしている。 

③社会人メンター制度…本学出身以外も含めた幅広い分野で活躍する女性の方に将来に関す

る相談ができる制度。個別・グループなど様々な形式でロールモデルとなる女性と接するこ

とで将来のキャリアを考える機会を提供している。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

障がい等困難を抱える学生を支援するために保健管理室、障がい学生支援室、学生相談室が

あり、それぞれ大学保健委員会、障がい学生支援委員会、学生相談室委員会と連携し、各委

員会には室長や担当者が相互に出席し、また担当者間でミーティングを行い情報共有し連携

を図っている。  

学生相談室は、クラスアドバイザーの求めに応じて、コンサルテーションを随時行い予防的

な効果がみられている。危機対応の円滑化を図るため「保健上治療を必要とする学生対応ガ

イドライン」の改定を行った。  

障がい学生支援室は、難聴の学生向けに、ノートテイクの学生配置なども行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：インターネットにより公表 

（https://univ.swu.ac.jp/research/） 

 

 

https://univ.swu.ac.jp/research/

